
金融商品等取引名目の詐欺と架空請求詐欺

　平成２５年中の特殊詐欺被害認知状況で、特に被害金額大きいのが、全体の約５２.２％を占
めた「金融商品等取引名目の詐欺」と約３１.９％を占めた「架空請求詐欺」です。
　「必ずもうかる」などと言って、株や社債への投資、外国通貨購入などの話を持ちかけて金
銭をだまし取ろうとしたり、身に覚えのない支払いを求めるメールやハガキを送りつけ、金銭
をだまし取ろうとします。不審に思ったら、メールやハガキなどに書かれた連絡先には連絡せ
ず、先ず警察などへ相談しましょう。　※数値は、全て暫定値です。

　名草地区地域安全推進員会や和歌山西警察署と一緒に街頭啓発

　平成２６年２月１０日の朝、ＪＲ紀三井寺駅前において、名草地区地域安全推進員会や和歌
山西警察署から大勢の人が参加して、防犯街頭啓発を実施しました。
　啓発では、オレオレ詐欺などの振り込め詐欺や、必ず儲かるなどと話を持ちかけてお金をだ
ましとる金融商品等取引名目の詐欺などの特殊詐欺への注意を呼びかけました。
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青パト”まもるくん”の防犯ニュース

和歌山市危機管理部 地域安全課

ＪＲ紀三井寺駅前で特殊詐欺などへの注意を呼びかけ

プラカードは、名草地区地域安全推進
員会の松井会長による手作り！ 

朝から振り込め詐欺などへの注意を呼びかけ！ 
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